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研究要旨 

レドックス制御蛋白チオレドキシン（TRX）によるマウス 

インフルエンザ肺炎の治療効果 

 

 

Ａ．研究目的 

ウイルス性肺炎の病態悪化に、酸化ストレ

スが関与することが示唆されている。マウ

ス H1N1 インフルエンザ感染モデルを用い

て、抗酸化物質チオレドキシン（TRX）によ

る H1N1 インフルエンザ肺炎の治療効果を

検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

C57BL/6 マウスに A/PR8/34(H1N1)を経鼻的

に感染させ、TRX 投与による生体変化を観

察した。 

（倫理面への配慮） 

動物実験は、岡山大学動物実験指針に基づ

き、3R の原則に従って実施した。 

Ｃ．研究結果 

H1N1 によるマウス生存率は、TRX 投与

によりマウス生存率は改善した。この

時、肺臓でのウイルス量に変化はみら

れなかったが、肺での好中球浸潤は有

意に減少し、気管支肺胞洗浄液（BALF）

中や肺抽出液中の炎症性サイトカイ

ン TNFαやケモカイン CXCL1 産生量は

低下した。肺で発現する酸化ストレス

マーカー（d-ROMs）は減少し、抹消血

中の hydroperoxide も低下した。気管

支上皮細胞株MLE-12に H1N1を感染さ

せた時に産生される TNFαや CXCL1 は

TRX-1 で濃度依存性に減少した。 

 

Ｄ．考察 

TRX-1 は抗本抗炎症作用と抗酸化作用

によりインフルエンザ肺炎は軽減し

たものと考えられる。 

Ｅ．結論 

TRX の補充療法は、インフルエンザ感

染後の抗炎症治療戦略になる可能性

がある。 
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